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『
石
川
県
の
山
』
出
版

能
登
か
ら
加
賀
ま
で
県
内
の

主
な
山
を
紹
介
す
る

「石
川
県

の
山
」
――
写
真
＝
が
こ
の
ほ

く

山
喜
寒
猛
な
こ
唇
０

れ
た
“
金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会
の

林
正

一
代
表
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
メ

ン
パ
ー
四
人
が
ま
と
め
た
。
カ

ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
見
や
す
い
登
山
ガ
イ
ド
と

な

っ
て
い
る
．

平
成
五
年
か

ら
始
ま

っ
た
同

社
の

「
分
県
登

山
ガ
イ
ド
」
シ

リ
ー
ズ
第
十
八

巻
「
白
山
を
は

じ

め

、

宝

逮

山
、
医
王
山
な

ど
、
本
格
的
な

登
山
か
ら
手
軽

な
ハ
イ
キ
ン
グ

向
け
ま
で

，
計

五
十
二
の
山
に

つ
い
て
、
詳
し

い
コ
ー
ス
や
所
要
時
間
、
注
意

点
な
ど
を
解
説
―，Ｉ
Ъ

今
回
の
登
山
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
、
林
代
表
は

「
二
年
が
か
り

で
調
査
し
た
最
新
の
デ
ト
タ
を

掲
載
し
た
。
ブ
ナ
林
の
美
し
い

石
川
の
山
へ
の
関
ぶ

高
ま
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い

く
Ａ
５
判
、
百
十
一
不
。
定
価

グロ義養興Lノデイ ド

「
ィコ月 I舅誕"だ L」

15期 舟田 節子

ナカオがこの仕事をうけたと朦 たヽのは鶉年

初めだったように思う (ワ ングルの馬周年記念

総会をやった年).夏には執筆メンパーの4人

が決まった:私が躍ばれたのは――‐
「女性蜘

もあった方がと、会の原稿については意地にか

けて G聾彙国家業で、報 に籠 癬 す爛

早出しを努めてきたからなのだろうがヽ 林代表

がどのような

…

をされた結果なのか

までは知る所ではなし、

2コースのい は

a登山やハイキングの対象として、地元で親し

まれている山

b登山道t遊歩道など、コースが比較的よく整

備されていること

c展望や日の出、桜などの花の山などヽ 何らか

の徹 のある山

d家族向きのハイキングに敵している山

となっていた.

諄 底 山麓からの機州出象 山頂稼

す写真の2点を必ずいれた上に、藤 登

山風景などを1コ ースにつき4-6点提出とな

っており、人物が写っている方がよいとの補足

もあったということだつたe

山

…

おいてはヽ 及動 くカツトさ

れてしまい、ガ ■ 赤兎など県境の山は石川県

からは道がない。県暁の山を含め、すべて編集

担当と打ち合わせのうえ、選定されていった訳

だがヽ その過程において― されたのは‐‐―山

と渓答隆R一 つの企画として榊 ガイド

を打ち出したものであろう八 いわゆる県民に

推奨できる登山コースの視点を持づ曝、ラ印1県

の山はあまりにアクセスが不便で、道標等の整

備も行き届いていないということだった。その

ことR近 年私達も「ヨLEO100山を登る会」

で

―

t「白山眺望の山・
―

ゆ

かりの山」の企画などで県外の山に登る機会が

増え、気付いていたことでもあった。私個人も、

年寄りが動けなくなってから押し込める施設を

デンと建てるより、気軽に自然に触れ合しヽ 眺

望を楽しめる登山道整備や、アクセス整備の方

にお金を使ってはしい、心身共に健康な老後の

為にも山を見直してはしいと思っている。

ともあれ、「社会性ある登山」「駆 脊山」
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の会のスローガンに沿うものとして、この企画

を受け止めたし、請負仕事ながらもそれらの願

いはこめて、世に送り出したつもりでいる。

蟻 52コース中きっちり4分の1の 13

コースが割り当てとなる。北は輪島岩倉山から、

南lt― 薙 師 まで、¨

の短いものが主体になる。   ■

「どうもお注還いいただきまして。」

と言ったら、         1ト
随 いから楽というわけではなも、行程の長い

山なら、右へ行って左へ行ってとそれだけでガ

イドが書けてしまう。短い山の方が何を書くか

輝 しをヽもスパヽ 」        .
と言われた。         1撃 i、

ただ、低い山の方は、選定に入ったからには

歴史や、文イ田な 言純量 記念碑など何らかの話

の種は持っている。株 欄外に書くべきこと

を本文中に混ぜてしまえば、書けないこともな

かった。もちろんわずか=行の確認のために出

直したことも再三ではあったけれど、 Vin
り」出政しい反鳳 気楽でもある。それ以外に

書きようがないし、実際には規定行数に納める

ために添削の「Hl」 の方が必要だった。ガイド

文については いざとなれば傘をさしてでも確

かめに行くわ !の開き直りもできれ

たいへんだったのはなんといっても写宴:カ
メラを持たない山行などありえない力ヽ これま

ではわざわざ高いリパーサルフィルムを使う気

まではなかったし、使うとすれば無人になって

からシャッターを切っている。要するにストッ

クなど躙K、 熱 りにイラいねばならないと

いうことだった。晴天 (霞がかかっておらず、

青空の日)と休日が重たる確率がまずネック.

さらに、躙 に石,II県の山は、地欄的晴天の

見込まれる午前中が逆光になるというハンディ

まであった。

この企画は会として受けたので、他の会員も

協力することになっていたけれど、なにしろ低

山担当で、その程度の山でせっかくの休日を潰

してもらうのも気がひける。写真にこだわると‐

天気オンリーで、人様の都合まで加える余地が

ない。結局、家族という一番効率のいい単位で、

いつでもカメラ入リザックが部屋にに転がって

いる状態の中で、ノルマをこなしてぃったod
の家族向きハイキングに適している山の点では

一男坊が格好のモデルになった。

低山がメインの私は麓からの写真に難渋した。

低くて、まわりの蔭になって見えなかったり、

どのデコポコに当たるのかがヽ分からなかった

り。麓の人に問いても分からない。山へ行こう

なんてまさしく、都会人の遊びであって、どの

デコボコにどんな名前がついているのか、彼等

にはホントに暇なことに過ぎないのだった。そ

こら中の林道を見えるか?と走りまわったりヽ

結局は頂上から、眼下に見える景色の中からス

ポットを選び、駆け降りて、今度は車でその地

点へ走り、「だめや。前宙で下

…

ん。」

を操り返し―‐Ъ こうして読図閉が否応無しにつ

いた後半lよ 「ここなら見えるはず」と走り「

やったゼ !」 になれた。ただ、はまりだすと、

「 もっと良く見える所」とか、「この間のは色

が悪かった」になり、いつまでもピリオドが打

てない状態になられ こうなると、職割豫 夫

のこだわりの方がひどく、私は車ぽ あきれて

ふて寝t彼の方が脚立を抱えて崖を登って行く

といった場面がくり広げられたり、現像フィル

ムが戻ってくる度tどれを選ぶかでまた戒

アッシーもやってもらっている手前…Ъ

また、― 中

…

というアクシデン

トもあらた。彼等の担当分を、やはり要領をつ
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かんでいる私達のカメラが補充することになっ

った.その間には、 日和|の自然百景」写真コ

ンテストで2席に入り、ちょっと自信をもった

一コマもあった。

師年9月、締め切り2ケ月前に林代表に全て

をお渡‐じし、ホッとしたような、農脱状態を味

わった。

この分県ガイド眠 1年に2回 4-12県ずつ

発行されていき、あと4県で完結となる。担当

編集者は二人いるらしく、片方は要項どおり1

ルートに2-3枚の写真で編集しているし、も

う片方が 1′ト トに5-6枚を掲韓し、人物も

正面を向いていようとおかまいなし。後者の編

集をそのように編集方針が変わったのかと勘違

いした私達は また登り直して標識の類を撮影

したり、顔がないわけじゃあるまいしと後ろ向

き人物しかなかったのを、上自を向いてにこや

かに■撮り直しもした。編集者が二人いで、そ

の渋い方に当たったのだとわかったのは、初喘i

が届いてから一b

熙

…

で切り取る。その写真をそ

こヽ 登ったこともなι哺謝褻颯民 どんな基準で

なのか、選択してしまう‐‐Ъ自分にとって快心

のカットが落とされ、どうということもないの

が掲載される。こエイ、フィクレムを、時間を返

せ !舟田夫婦は、声を合わせて編集者をなしり

合った。|― にせよ、映画にせよ、見る立場

以上の観点を持たなかった私にとって、そのあ

たりが驚き、歯がゆさ、そしてあきらめだった。

ありきたりだがt本当にいろんな勉強睦させて

もららた。

さて、マイナーな石川県がどれだけ売れるの

かと思いけや、全県を備えるマニアもいるので

1万 2千部を用意すると問いている。今、書店
では 夏山情報誌の横に R訓 l県の山」が積ま
れている。それを手にとり、自分の名前を確か

めて、ニヤッとしている私はまぎれもなく「‐

人のおばさん」だ‐‐Ъ

かつて、こんなふうに「かがのと百山」を手
にして、私はナカオ山幅会、入会希望の手紙を

出した。それから2摯‐b本はどんな
=人歩き

をしていくのだろうれ

|「Elll県の山」を購入された方ヘ

壻̈鎮については (莫大な時間をかけたの

でこだわる)、 舟HEOペ ージ全部と、
p∝L左■ p■k右ム βlム

酬 ム 硼 虫

“

囲L高ヨ隆訳

メ範L がη上、 lη左上、 p87■

―
LIの 4枚を撮影しています。

「石,1県の山」未購入の方ヘ

ーギ酔薔割引+m7J雄J亀金+醐 で、

1750FIよ り数10円安くなるだ:九 書店で注

文いただく方がよろしいようです.

もちろん著者サインの欲しい方はこの限

りではありません.ご希望の一言も添えて

下手くそなサインをし、郵送させていただ

きます.
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富 山 岳 違  '94
ガ ツ シ ヤ ー プ ル ム I峰
難  0

18期 田辺 隆一

富山県下詢余りの山岳団俸

…山岳連盟で、私はそのうちの一つである十全山

岳会          oB会 )ョ山聴燿限

及び、他の別の山岳会にも所属していま九

組織眠 親

…

会、自然築護R
指導委ti― 海外登山委などがあり、

中でも海外登山委で0ま 国際効な 鰤 の

っています C― に

もほとんどあると思いま力 .

数 でR― lhの レベルアップ、磨

若い人の海外登山の経験のために、近年酌 5

年毎にヒマラヤ逮征を企画、成功させています。

('田ナンガパルバッ田貶騒 '田 プロードピ

ーク8047E'94ガッシャープルム180688)

岳連の事業に参加するには ¨ 会員
である必要がありますがヽ一時的慮預かりの身

分での参加睦認められることもあるようです.

普段の山行や トレーニング等は、各出欧無

あるいは個人によるものがほとんどで、マッキ

ンレーやチョーオユー等の海外遠征から、四季

の剣岳や北アルプス等、各自のペースで行われ

ています。私個人は、冬は数回のリフト付スキ

ー場も含めて山スキァ、春は山菜取りを兼ねて

登山及び山スキー、 7, 8月は立山 《翻餞R

―

、秋は宴会登山。
1。と、一年中スケ

ジュールで一鸞←‐といいたいところですが、実

際lt― とるのがなかなか難しくtアールに

ひたってしまいます。

さて、昔も今も世の中いろいろ厳しく、長期

休暇がとれず参加を断念する人、退社する′な ′

様々です。私の場合は病院への貢献度の高さ故

(?)、 皆さん気持ちよく送り出してくれ、感

謝しつつも、当然当然と思い上がってみたり‐‐Ъ

5-6年静かに仕事をしたら、もう一度くらい

行かせてもらえないかなあと、思い出にひたる

毎日で丸

<6>

隊
員
の
健
康
預
か
る

レ
ー
ド
マ
ー
ク
だ
。

一
九
八
三
年
に
県
山
岳
連

盟
隊
が
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

⌒八
、　

〓

一五
屑
）
に
遠
征

ン
プ
に
く
ぎ
付
け
だ

っ
た
。

「
今
回
は
ぜ
ひ
、

上

へ
上
が

り
た
い
」
と
い
う
。

今
回
の
遠
征
で
は
、
標
高

五
千
屑
と
い
う
高
い
地
点
に

ベ
ー

ス
キ

ャ
ン
プ
を
設
け

行
き
た
が
る
の
で
、
気
を
付

け
な
け
れ
ば
」
と
話
す
。

金
沢
大
学
医
学
部
に
在
学

中
か
ら
同
医
学
部
十
全
山
岳

会
に
所
属
し
一
北
ア
ル
プ
ス

の
山
々
を
登
っ
た
。

山
雄
会
に
所
属
。
黒
都
市

三
日
市
。
婦
中
町
冨
崎
の
実

家
に
両
親
が
い
る
。
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ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
高
度
障
害

は
つ
き
も
の
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
中

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
大

な
り
小
な
り
頭
痛
に
苦
し
め
ら

れ
た
。
足
早
に
歩
く
と
す
ぐ
に

息
が
切
れ
％
た
め
、

ゆ

っ
く
り
と
し
た
ペ

ー
ス
で
歩
く
し
か
な

い
。キ

ャ
ラ
バ
ン
五
日

目
、
つ
い
に
佐
竹
剛

彦
隊
員
が
ダ
ウ
ン
し

た
。
朝
か
ら
調
子
が

悪
く
、
遅
れ
気
味
で

歩

い
て

い
た

の
だ

が
、
午
後
に
は
ほ
か

の
隊
員
よ
り
相
当
遅

れ
て
し
ま

っ
た
。
意
識
が
も
う

ろ
う
と
し
た
状
態
で
ウ
ル
ド
カ

ス
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
た
ど
り
着

く
な
り
、
倒
れ
込
ん
で
し
ま

っ

た
。田

辺
隆

一
医
師
に
点
滴
を
打

っ
て
も
ら

っ
た
が
、
食
事
も
の

ど
を
通
ら
な
い
状
態
。
翌
日
か

ら
も
何
と
か
歩
き
続
け
た
が
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
着
く
ま
で

調
子
が
戻
ら
な
か

っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
始
め
た
ア
ス

コ
ー
レ
村
の
標
高
が
三
、
〇
四

八
腐
。
こ
の
あ
た
り
は
ま
だ
高

度
に
よ
る
障
害
は
な
か

っ
た
。

標
高
三
、

四
〇
〇
屑
近
い
パ
イ

ユ
あ
た
り
か
ら
次
第
に
息
苦
し

ぎ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
。ウ

ル
ド
カ
ス
は
富
士
山
會
一、

七
七
六
店
）
の
頂
上
ぐ
ら
い
の

高
さ
が
あ
る
。
頭
痛
を
訴
え
、

田
辺
医
師
か
ら
薬
を
も
ら
う
隊

員
が
増
え
て
き
た
。
ポ
ー
タ
ー

た
ち
も

「
風
邪
を
ひ
い
て
せ
き

が
止
ま
ら
な
い
」

「
く
つ
ず
れ

が
で
き
た
」
と
言
っ
て
次
々
に

薬
を
も
ら
い
に
来
て
一
キ
ャ
ン

プ
は
さ
な
が
ら
野
戦
病
院
の
よ

大
な
広
場
の
よ
う
な
地
形
に
な

っ
て
い
る
。

正
面
に
ガ
ッ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム

ル
Ⅳ
峰

（七
、
九
二
五
層
）
が

立

ち
は
だ
か
る
よ
う

に
そ
び

え
、
パ
ル
ト
ロ
氷
河
は
大
き
く

有

へ
回
り
込
む
。
左
側
に
は
バ

ル
ト
ロ
氷
河
か
ら
枝
分
か
れ
し

た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

・
オ
ー
ス
チ
ン

氷
河
が
延
び
る
。
こ
の
方
面
に

は
、
ど
っ
し
り
し
た
山
容
の
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク

（八
、
〇
五

一
Ｐじ

、
世
界
第
二
位
の
高
峰
、

Ｋ
２

（八
、

六

一
一
層
）
が
成

容
を
誇
っ
て
い
る
。

八
千
屑
級

の
山

々
が
居
ェ

び
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
目
指
す

者
に
と

っ
て
は
心
躍
る
景
色
。

高
山
病
の
つ
ら
さ
も
い
く
ら
か

ま
ぎ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
目
指
す
ガ

）

シ
ャ
ー
プ
ル
ム
ー
峰
は
バ
ル
ト

ロ
氷
河
の
さ
ら
に
奥
に
位
置
す

る
た
め
、

ま
だ
そ
の
姿
が
見
・ん

て
こ
な
い
。
Ｉ
峰
に
は
ヒ
ド
ゥ

ン

・
ピ
ー
ク

（隠
れ
た
峰
）
の

別
名
が
あ
る
。

う

。

顔
の
む
く
み
も
高
度
障
害
の

一
つ
。
高
所
へ
行
く
と
、
小
便

が
出
に
く
く
な
２

そ
の
結
果

顔
が
む
く
ん
で
く
る
。
利
尿
剤

を
飲
ん
で
小
便
を
出
す
の
が

一

田
辺
医
師

⌒
中
央
）
に
点

滴
を
打
っ
て
も
ら
う
佐
竹

（
右
）
。
左
は
佐
伯

黒
崎
隊
員

（後
ろ

姿
）
＝
ウ
ル
ド
カ
ス
の
キ

ャ
ン
プ
地

番
効
果
的
だ
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
六
日
日
、
標
高

四
、
七
〇
〇
″
の
コ
ン
コ
ル
デ

ィ
ア
に
到
着
し
た
。
パ
リ
の
コ

ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
取

っ
た
名

前
だ
と
い
う
。
こ
こ
は
氷
河
の

分
岐
点
に
当
た
り
、
確
か
に
広
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荷
揚
げ
は
、
三
日
行
動
し
て

一
日
休
養
す
る
ペ
ー
ス
で
進
め

た
。休

養
日
に
は
Ｂ
Ｃ

（
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
）
の
テ
ン
ト
で
昼
寝

を
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ん

だ
り
、

読
書
を
し
た
り
、

隊
員

た
ち
は
思
い
思
い
に

時
間
を
過
ご
し
た
。

大
勢
で
楽
し
ん
だ

た
だ

一
つ
の
娯
楽
が

ト
ラ
ン
プ
。
黒
崎
泰

信
、
川
村
泰
臣
、
高

御
睾

し 一
凛
中
』
“
電
」

読
書
は
そ
れ
ぞ
れ
が

持
っ
て
き
た
文
庫
本

を
回
し
読
み
し
た
。

み
ん
な
洗
濯
に
も

精
を
出
し
た
。
空
気
が
極
度
に

乾
燥
し
て
い
る
の
で
、

日
本
に

い
る
と
き
ほ
ど
汗
臭
く
な
る
こ

と
は
な
い
が
、

洗
濯
を
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

洗
濯
場
は
Ｂ
Ｃ
の
そ
ば
の
氷

河
の
上
を
流
れ
る
川
。
氷
の
上

を
流
れ
る
水
の
温
度
は
零
度
に

近
い
。
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
で
手

が
真

っ
赤
に
な
り
、

ち
ぎ
れ
る

よ
う
に
痛
く
な

っ
て
く
る
。

冷
た
さ
を
防
ぐ
た
め
に
、

隊

員
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝

ら
し
た
。

ポ
リ
バ
ケ
ツ
の
中
に
川
の
水

を
た
め
て
お
い
て
、

太
陽
の
熱

で
温
め
る
。
半
日
ぐ
ら
い
置
い

て
も
た
い
し
て
温
度
は
上
が
ら

な
か

っ
た
が
、
直
接
川
で
洗
濯

バ
ヶ
ツ
で
川
の
水
を
何
度
も
運

び
込
ん
だ
。
と
て
も
体
を
浸
す

よ
う
な
大
き
さ
で
は
な
い
が
、

ほ
か
の
隊
員
も
こ
の
水
を
使

っ

快
晴
の
暑
い
日
を
選
び
、
短
時

間
で
済

ま
せ
る
し
か
な
か

っ

た
。Ｂ

Ｃ
で
は
毎
日
、
日
本
語
の

で
き
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
中
は
ラ
ジ
オ
が

荷
物
の
奥
底
に
紛
れ
込
ん
で
見

つ
か
ら
ず
、
全
く
聴
け
な
か

っ

す
る
よ
り
は
随
分
ま
し
だ

っ

た
。田

辺
隆

一
医
師
は
プ
ー
ル
を

作

っ
た
。
石
を
丸
く
並
べ
た
上

に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
、

て
洗
濯
を
し
た
り
、
体
を
洗
っ

た
り
し
た
。

体
を
洗
っ
た
り
、
洗
髪
し
た

り
す
る
と
き
は
、
あ
ま
り
の
冷

た
さ
に
決
死
の
覚
悟
が
必
要
。

海
外
向
け
短
波
放
送

「
ラ
ジ
オ

日
本
」
を
聴
い
て
い
た
。
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
入
り
に
く
い
こ

と
も
あ
る
が
、
通
常
は
か
な
り

は
っ
き
り
と
聴
き
取
る
こ
と
が

た
。Ｂ

Ｃ
へ
入

っ
て
初
め
て
日
本

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
が
、

政
権
交
代

で
村
山
社
会
党
委
員
長
が
首
相

に
な

っ
た
こ
と
を
知
り
、

み
ん

な
び

っ
く
り
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
の
異
常
な

猛
暑
、
水
不
足
も
連
日
の
よ
う

に
伝
え
て
い
た
。
向
井
千
秋
さ

ん
が
乗

っ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
打
ち
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
も

ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。

大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
生
中

継
に
も
耳
を
傾
け
た
。
日
本
と

の
時
差
は
四
時
間
あ
り
、

現
地

で
は
午
後

一
時
か
ら

一
時
間
の

放
送
だ

っ
た
。

サ

ッ
カ
ー
好
き
の
松
田
靖
彦

隊
員
は
、

ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ

て
い
た
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
サ

ッ

カ
ー
が
気
に
な

っ
て
い
た
。

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
た
め

た
水
を
使
っ
て
洗
濯
す
る

田
辺
医
師

＝
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

一

"一

隷
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富
山
隊
が
登
頂
に
成
功
し
た

翌
日
の
八
月
十
三
日
、
ガ
ッ
シ

ャ
ー
プ
ル
ム
Π
峰

（八
、
〇
三

五
腐
）
を
目
指
し
て
い
た
ポ
ス

ニ
ア
隊
の
隊
員
が
Ｃ
■

⌒キ
ャ

ン
プ
■
）
で
倒
れ
、
動
け
な
く

な

っ
た
。
半
身
が
ま

ひ
し
て
お
り
、
ど
う

も
脳
こ
う
そ
く
ら
し

い
。困

っ
た
と
き
は
お

互
い
さ
ま
。
各
国
の

隊
員
た
ち
が
協
力
し

合

っ
て
病
人
の
救
助

に
当
た

っ
た
。

、
ま
ず
、
た
ま
た
ま

Ｃ
■
に
い
た
プ
リ
テ

ィ
ッ
シ

ュ
隊
の
ド
ク

タ
ー
が
付
き

っ
き
り
で
看
病
に

当
た

っ
た
。

Ｂ
Ｃ

（
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
）

か
ら
は
ボ
ス
エ
ア
隊
の
隊
員
六

人
の
ほ
か
に
ア
ン
グ
ロ

・
ア
メ

リ
カ
隊
の
隊
員
二
人
も
Ｃ
ｌ
ヘ

急
行
し
た
。
ア
ン
グ
ロ

・
ア
メ

リ
カ
隊
の
二
人
は
第

一
次
ア
タ

ッ
ク
で
既
に
登
頂
を
終
え
て
お

り
、
救
助
に
向
か
う
余
裕
が
あ

っ
た
。

ボ
ス
ニ
ア
隊
、
ア
ン
グ
ロ

・

ア
メ
リ
カ
隊
の
隊
員
た
ち
は
病

人
を
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
せ
て

夜
通
し
歩
き
、

十
四
日
朝
、
ボ

ス
ニ
ア
隊
の
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
。

佐
伯
尚
幸
隊
長
も
Ｂ
Ｃ
か
ら
出

迎
え
に
向
か
い
、
し
ば
ら
く
ス

由移裔う

隊 l
長  |

ノ
ー
ボ
ー
ト
を
運
ぶ
の
を
手
伝

っ
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
は
、
急
き
ょ

手
作
り
し
た
も
の
を
使

っ
た
。

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
た
る
状
の
容

器
を
縦
半
分
に
切
り
、
そ
れ
を

五
つ
ひ
も
で
っ
な
い
だ
。
ジ
ョ

イ
ン
ト
の
部
分
が
自
由
に
屈
曲

す
る
の
で
、
で
こ
ば
こ
の
多
い

―
に
出
動
を
要
請
。
Ｂ
Ｃ
の
近

く
の
モ
レ
ー
ン
を
平
ら
に
整
地

し
、
臨
時

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作

っ

た
。正

午
近
く
に
な

っ
て
よ
う
や

く

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
到
着
し
、

病
人
は
ふ
も
Ｌ
の
町
、
ス
カ
ル

ド
ゥ
ま
で
運
ば
れ
た
。

富
山
隊
の
近
く
に
Ｂ
Ｃ
を
設

け
て
い
た
外
国
隊
の
う
ち
、
ボ

ス
ニ
ア
隊
の
ほ
か
に
も
、
ス
ペ

イ
ン
隊
の
女
性
隊
員
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ

ュ
隊
の
隊
員
二
人
も
体

調
が
思
わ
し
く
な
く
、　
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
下
山
し
て
い

っ
た
。

約
二
十
キ

・
離
れ
た
Ｋ
２
（八
、

六

一
一
屑
）
で
は
、
遭
難
が
続

出
し
て
い
た
。
チ
ェ
コ
隊
は
病

気
と
事
故
で
二
人
が
相
次
い
で

死
亡
し
、

遠
征
を
中
断
。
ア
メ

リ
カ
隊
の

一
人
も
転
落
死
し
て

い
た
。

そ
の
点
、
富
山
隊
は

一
人
も

け
が
や
重
い
病
気
が
な
く
、
全

員
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
い
だ

っ
た
。

氷
河
の
上
を
滑
ら
す
に
は
格
好

の
も
の
だ

っ
た
。

病
人
は
す
ぐ
に
テ
ン
ト
の
中

に
寝
か
さ
れ
た
。
意
識
は
か
す

か
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
声
は
出

な
い
。

こ
こ
か
ら
は
田
辺
隆

一
医
師

ボ
ス
ニ
ア
隊
の
病
人
を
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
で
Ｂ
Ｃ
ま
で

▲
運
ぶ
各
国
隊
の
メ
ン
パ

の
出
番
。
病
状
を
診
断
し
い
富

山
隊
が
緊
急
用
に
準
備
し
て
い

た
酸
素
ボ
ン
ベ
を
使

っ
て
、
酸

素
吸
入
を
行

っ
た
。

病
人
は

一
応
、
命
に
別
条
は

な
い
よ
う
だ
が
、　

一
刻
も
早
く

病
院

へ
運
ぶ
必
要
が
あ
り
、
パ

キ
ス
タ
ン
陸
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

の
軌
跡
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